
保育所・幼稚園における月間指導計画の
意義と活用のための方策

―領域別系統図作成による検討と見直し―

田 口 鉄 久

Ⅰ．課題意識

（１）保育所における保育課程・指導計画作成をめぐる動き
保育(１）は望ましい保育環境の中で保育者（保育士，幼稚園教諭を総称する，

以下同じ）によって確かな子ども理解と適切な保育支援のもとに行われる．そ

の際保育者が拠りどころとするものは保育課程・教育課程(２）であり，指導計

画(３）である．保育課程・教育課程は各園の保育の全体像を表すものであり，指

導計画は実際に保育を行うための具体的な計画である．

平成20（2008）年３月の保育所保育指針の改定，告示化(４）にともなって保育

所における保育課程の編成が大きな課題になった．従来は「保育の計画」とし

て保育計画（全体計画）と指導計画（具体的な計画）を示していたが，学校教

育における教育課程と同様な位置づけをもたせるために保育課程と称すること

になった．それまでは保育計画編成の義務付けが法令として明確でなかった

が，平成21年度施行時にはすべての園で保育課程を編成することを定めた．

この背景の一つには幼保一体化への動きがあると考えられる．平成

18（2006）年10月，新たな就学前保育・教育機関として認定こども園(５）が法制

化されたことによって，保育所・幼稚園における施設，運営，保育の一体化へ

の道が開かれた．また，平成20（2008）年３月に改定された保育所保育指針な

らびに幼稚園教育要領ではそれまでとは異なり，教育にかかる「ねらい」と「内

容」はほぼ同じになった．
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さらに保育所と幼稚園の一体化，保育の共通化の動きを加速させたのは平成

24（2012）年８月に従前の認定こども園に係る「就学前の子どもに関する教育，

保育等の総合的な提供の推進に関する法律」が大幅な見直しのもとで改正され

たことである．財源措置を講じて財政を一本化するとともに行政が保育所・幼

稚園の多くを「新たな幼保連携型認定こども園」へ誘導することになった．平

成25年度中にも示されるという「幼保連携型認定こども園保育要領（仮称）」で

は統一した保育のねらいと内容が示される．

このような保育をめぐる動きの中で，保育所においては特に３歳以上児の幼

児教育を充実させるために保育課程・保育計画の充実と保育の質の向上をめざ

す機運が高まっている．

三重県においては平成20年度，三重県健康福祉部こども局が三重県保育協議

会に「保育課程・指導計画作成の手引き」の策定を委ねた．筆者は検討委員会

の委員長として三重県保育協議会会長（副委員長）と共に６人の各地保育所代

表園長（委員）と検討・作成にあたり，平成21（2009）年３月に91ページから

なる冊子(６）を編集して県下すべての保育所・保育士に配布した．併せて，県内

各地で説明会を開催し，周知を図った．

（２）幼稚園における教育課程・指導計画作成をめぐる動き
幼稚園教育要領は従来から告示として，学校における学習指導要領と同じ位

置づけにある．各園は幼稚園教育要領にもとづき独自に園の特色や地域の実態

を反映した教育課程・指導計画を整え，研究保育・協議等を重ねて充実を図っ

ている．

近年特に重視されるのは就学前教育と小学校教育との連携である．遊びや生

活を中心とした教育（経験カリキュラム）から教科学習を中心とした教育（教

科カリキュラム）への移行に伴って子どもの学びや生活に混乱を来たさないた

めに，就学前教育としてのあり方を問い直す動きがある．幼稚園における教育

課程・指導計画を明確化することによって，幼稚園教育の重要性を学校教育関

係者，保護者へ訴えると共に，幼児教育とその後の教育との連続性を示そうと

している．
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さらには今後大幅に進むことになる保育所・幼稚園の一体化（幼保連携型認

定こども園）への動きを見据え，幼稚園教育が長年にわたって積み上げてきた

幼児教育の本質を明確に示しておこうとするねらいもあると考える．

（３）Ｉ市公立保育所指導計画作成の経緯
平成23（2011）年度「Ｉ市保育カリキュラム」を作成しようとした経緯は町

の合併（平成15年，４町）による統一カリキュラムの必要性があったと思われ

る．さらに大きな要因は以下の問題である．

Ｉ市は幼稚園も保育所もある地域であったが，合併に伴って一部町の幼稚園

を廃し，市内のすべての園を保育所にした自治体である．市内に保育所だけし

か存在しないということは一般的に考えて特殊な例といえる．つまり，保育を

必要とする児童(７）は保育所に措置され，幼児教育を求める幼児は幼稚園に入園

するという選択肢が無くなり，保育・幼児教育を希望する子どもがすべて保育

所へ措置される状態になっている(８）．

Ｉ市は上記のような事情で，入所を希望するすべての児童を保育所で保育す

るが，幼稚園が存在しない自治体の保育所であるが故に，幼稚園教育を強く意

識して保育所保育に取り組みたいとする保育者（とりわけ幼稚園教育の経験が

ある保育者）の願いがあったものと考えられる．

このような事情で市内12保育所からの代表保育士12名と担当所長５名からな

るＩ市保育カリキュラム委員研修会を設置して平成23（2011）年度は３～５歳

児カリキュラム（年間指導計画と月間指導計画）の作成を，平成24（2012）年

度は０歳～３歳未満児のカリキュラムを検討し作成した．筆者は３～５歳児カ

リキュラムの作成にあたって助言者として１年間検討に加わった．Ｉ市カリ

キュラム作成の概要と各園における活用の関係を図示すると以下の通りになる

（図１）．Ｉ市月間指導計画の形式（３歳児４月の例）は資料として最終ページ

に掲載する．
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（図１）Ｉ市カリキュラム作成の概要と各園における活用の関係

（４）Ｍ市公立幼稚園指導計画作成の経緯
Ｍ市は平成17（2005）年一市四町の合併によって行政域を拡大した．各地域

の特色を生かしつつもＭ市の公立幼稚園が共通して重視すべき教育を明らかに

し，標準となる教育課程・指導計画を示すことを通して，公立幼稚園教育の質

の向上を図ろうとした．また，少子化等に伴う幼稚園入園希望幼児の減少傾向

に対して幼稚園教育の充実・魅力化を図る目的もある．さらには３年保育の有

効性を示すことによって園児数が減少しやすい２年保育を３年保育へ移行さ

せ(９)，教育の安定を図るねらいもある．

Ｍ市の公立幼稚園（20園）は３年計画で市の基底となる教育課程の編成を目

指して12人からなる委員を中心にして検討を始めた．平成23（2011）年度は

①基本的な考えの検討を，平成24・25（2012・2013）年度は②月間指導計画の

検討と作成を，平成25（2013）年度は③教育課程の編成を行ってきた．

①においては教育課程編成の趣旨，公立幼稚園の課題，重視する教育内容，

教師の資質向上など基本的な考えについて共通理解を図った．

②委員は年齢別の３グループに別れ，各園から提出された３・４・５歳児の
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(図２）Ｍ市教育課程･指導計画編成の概要と各園における活用の関係
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月間指導計画を基にして，幼児の姿，ねらい，体験の内容，指導上の留意点に

ついて検討を行った．その上で共通部分を抽出しつつＭ市標準月間指導計画を

年齢ごとに11ヶ月分（除８月）整えた．これによってＭ市の公立幼稚園児の

３年間にわたる育ちを見通すことができる．

③では上記を踏まえた教育課程を編成した．園における育ちの特徴から３歳

児は５期に４・５歳児は４期に分けてねらい・内容からなるＭ市教育課程を編

成する作業に入った．筆者は平成24・25（2012・2013）年度，Ｍ市立幼稚園教

育課程策定推進委員会における助言者として毎月一回のペースで委員会に臨

み，検討に加わった．

Ｍ市の教育課程編成への取り組みは，幼児教育の基本的な考えを共有した上

で，各園の幼児の育ちに依拠した月間指導計画の検討を行い，その上でマス

タープランとしての教育課程を編成する．公立園としての共通した内容で保育

がなされることの重要性と，それに基づいた各園独自の教育課程編成・指導計

画立案につながるプロセスを明確にするものであるといえる．以下がそのイ

メージである（図２）．Ｍ市月間指導計画の形式（３歳児４月の例）は資料とし

て最終ページに掲載する．

保育所・幼稚園における月間指導計画の意義と活用のための方策

― 101 ―



（５）保育課程・教育課程と指導計画の関係
「保育所保育指針」では第４章「保育の計画及び評価」の項で保育所は，「保

育の目標を達成するために，保育の基本となる『保育課程』を編成するととも

に，これを具体化した『指導計画』を作成しなければならない」としている．

「幼稚園教育要領」では第１章総則において「創意工夫を生かし，幼児の心

身の発達と幼稚園及び地域の実態に即応した適切な教育課程を編成する」こ

と，また，「具体的なねらいと内容を組織する」ことを述べ，第３章で指導計画

の作成について「調和の取れた組織的，発展的な指導計画を作成し，幼児の活

動に沿った柔軟な指導を行わなければならない」としている．

「保育課程・教育課程｣は保育所・幼稚園の保育の全体像を表す．構造物に例

えれば骨組みや外観にあたる．「保育課程・教育課程」を見ればその保育所・幼

稚園の保育・教育の概要が把握できる．「保育課程・教育課程」は多様な成長・

発達をする乳幼児が，保育所・幼稚園でその持ち味を十分発揮し，生き生きと

生活や遊びを展開するために編成される保育の全体的な計画である．

各保育所･幼稚園で，実際に保育をするためには，具体的な内容や配慮事項を

記した「指導計画」が必要になる．「指導計画」は「保育課程・教育課程」を具

体化させたものであり，発達過程区分ごとに，あるいは編成クラス（学年）ご

とに作成する．「年間指導計画」「期別指導計画」「月間指導計画」は「長期的指

導計画」と言われ，「週案」「日案」「部分保育案」などは「短期的指導計画」と

言われる．「デイリープログラム」は日案に含めて考えることができる．

課題を絞って計画的な取り組みを必要とする分野については「○○指導計

画」（例：食育，安全，保幼交流，子育て支援等）として，分野別の指導計画を

作成する場合もある．

これらの関係を図式化すると以下のようになる（図３）．

指導計画の形式については各保育所・幼稚園で様々な工夫が見られる．たと

えば「期別指導計画」の場合，期の区切りに独自性を発揮するところがある．月

案と週案を組み合わせた「月週案」，週案と日案を組み合わせた「週日案」を作成

して活用しているところがある．低年齢の場合には週案の中に個別乳児の指導

計画を盛り込み，評価・反省を書き加えるスペースを作っているところもある．
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（図３）保育課程･教育課程と各種指導計画の関係図

教育課程，指導計画ともに形式，表記の仕方は決まっていない．要は，保育者

が実際に活用する際に便利で，保育・教育効果の期待できるものを開発するこ

とになる．

（６）月間指導計画に注目する理由
月間指導計画は長期的指導計画に該当する．４月から３月まで12ヶ月（幼稚

園においては８月を除く11ヶ月の場合もある）を整えることによって，年間指

導計画が作成されたと見なすことができる．（図３）では長期的指導計画とし

て３種掲げたが，実際には長期的指導計画は月間指導計画が基本になっている

と考えてよい．月間指導計画のエッセンスを再構成することによって年間指導

計画もしくは期別指導計画を作成することが可能になる．長期的指導計画は一

種類整っていれば十分である．月間指導計画が基本となって年間もしくは期別

指導計画が立案されると考えれば，月間指導計画の作成がその園の保育の全体

保育所・幼稚園における月間指導計画の意義と活用のための方策

― 103 ―



的な見通しを作り出すと言ってよい．保育課程・教育課程にはねらいと内容が

“一目瞭然に”表記されなければならないが，その際基本となるものはこの月間

指導計画である．

月間指導計画はその月の幼児の特徴的な姿を明確にし，保育・教育のねらい

を掲げ，望ましい保育内容，その際の保育者の支援・配慮を記述したものであ

る．保育者は各園の月間指導計画を基準として，担当クラスの幼児の実態，

園・地域の実態に合わせて独自の短期的指導計画（例，週案）を立案し，日々

の保育・教育に臨む．日々の保育を計画するうえで基本となるものは月間指導

計画である．

このように考えると，月間指導計画を立案することが，保育課程・教育課程

を編成するうえでも，日々の保育の充実を図るうえでも重要なものであると言

える．

（７）月間指導計画の作成方法
この月にどのようなねらいをもって，どのような保育を展開すべきか，実際

の保育を見通して立案したものが月間指導計画である．月間指導計画は一般に

ゼロから立案することは無いわけで，各園における従来の月間指導計画が基本

となって，その年の，そのクラスを担当する保育者によって立案される．

同年齢のクラスが複数ある場合は協力して作成する場合もあるが，基本的に

は自分のクラスの子どもの実態を把握しているクラス担任が作成する．目の前

の子どもたちの姿に合致したものであるか，先月の子どもの姿や保育との関連

性や発展性はどうなっているか，行事などへの取り組みに無理はないか，保育

所保育指針（または幼稚園教育要領），自園の保育課程（または教育課程）に記

載されたねらいや内容と整合性が保たれているか…などを考えて立案する．

立案していると子どもたちの育ちゆく姿，当面している課題，予測される子

どもの活動，その際の環境への配慮や子どもへの援助のあり方など，１ヶ月の

保育がイメージされてくる．

よく，年間指導計画を下して月間指導計画を立案すると表現する人がいる

が，それは誤りである．幼児の姿，遊びや生活の様子，園の実態を踏まえて年
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（図４）「基準」指導計画の作成と各園で活用するに至る過程

間指導計画や前年度までの月間指導計画を参考にして立案することが重要に

なる．

（８）Ｉ市，Ｍ市における「基準」月間指導計画作成の方法と意義
Ｉ市，Ｍ市の月間指導計画は３･４･５歳児が経験してほしい保育を総合的に

表したものである．それぞれの発達過程にある子どもの姿をふまえ，保育所に

おいては養護・教育のねらいと内容を，幼稚園においては教育のねらいと内容

を月ごとに示した．

作成にあたっては，各園で実際に使用されている月間指導計画の提出を求

め，委員会で学年（発達過程区分）毎に協議を重ね，保育のねらい･内容等を精

選してＩ市，Ｍ市における学年（発達過程区分）別「基準」月間指導計画を作

成した．

そのプロセスを図示すれば以下のようになる（図４）．
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上図では左右とも各園の月間指導計画であるが，当然同じものではない．上

記中央のプロセスを踏むことによって，共通に大切にしたい点が盛り込まれ，

改善がなされる．

「基準」月間指導計画は，全園の月間指導計画の重要な共通部分を抽出し，幼

児の発達を見極め，用語も含めて十分な検討を行ったものであるから，完成度は

高い．公立園における保育･教育はどの園に在籍しても一定の範囲において同様

な質保障がされなければならない．公立園としての責務のもと，各園は幼児の

実態，地域の実情などを踏まえて独自の月間指導計画を立案することになる．

（９）「基準」月間指導計画改善のための方法
月間指導計画の改善は基本的には各園で保育を担当する保育者によって，月

ごとに見直しが行われると共に翌年立案時に担当保育者によってさらなる見直

しが行われる．見直しの基本となるものは，幼児の姿であり，保育者の保育観

であり，「基準」月間指導計画である．

その際，「基準」月間指導計画は「市立園の基準」として相応しいものである

ことが前提になる．はたして，Ｉ市・Ｍ市の「基準」月間指導計画はどこまで

「基準」となり得るか．現時点で度重なる検討を加えてきたものであるから完

成度は高いはずである．しかし時を経ると共に子どもの実態，保育・幼児教育

をめぐる状況，家庭や社会の現状が変化するので，改善が必要となる．その改

善の方法は明確ではない．時期が来たら適宜行うことになるであろうが，その

場合でも今回と同様な方法で行うのであろうか．

幼児は遊びや生活を通して学びを得て成長する．その学びや育ちの実態を明

らかにする視点として考えられた概念が保育における「領域」である．領域の視

点から「基準」月間指導計画を捉え直すことによって発達の連続性，学びの継続

性が見えてくる．また一方で欠落部分や不整合部分も明らかになる．

本研究では，今回作成したＩ市・Ｍ市の「基準」月間指導計画がさらに充実

するための方法として，「領域」の観点から捉え直しを行うことを通して月間指

導計画改善の方向性を示したい．イメージを図示すれば以下のとおりである

（図５）．
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（図５）本研究のイメージ

この方法は保育所，幼稚園，幼保連携型認定こども園において，保育の充実

を図る方法として有効なものになると考える．

Ⅱ．研究の方法

本研究は，Ｉ市，Ｍ市で作成された「基準」月間指導計画（最終頁参照）に

示された幼児の活動（体験）を「領域｣(10）別に再構成して比較・検討することに

よって，幼児に相応しい保育内容の配列になっているか，また系統的な発達が

示されているかを検証する．

幼児の示す活動を単純に領域別に振り分けることには危険性も伴うが，領域

的分析は保育内容の多様性と系統性を確認するための方法として有効であると

考える．

具体的には，Ｉ市・Ｍ市の月間指導計画の「幼児の活動」「体験の内容」に相

当する部分を年齢（学年）別に，年間を通して健康(11），人間関係，環境，言葉，

表現の５領域に並べ替え，欠落部分の確認や系統性の精査を行い，今後の改善

への提案とする．
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類似の研究として田中敏明，金丸智美の「保育雑誌に掲載される年間指導計

画の分析と評価」においてねらいと内容を中心に分析して幼稚園教育要領の視

点から分析して課題を指摘した例がある．本研究は幼児が園で見せる多様な

「予想される幼児の活動（Ｉ市）」「体験の内容（Ｍ市）」の系統化に取り組んだ

ところに特徴があると考える．なおＩ市の「予想される幼児の活動」とＭ市の

「体験の内容」は幼児が行う体験活動として，同じものであると考えてよい．

５領域すべてを取りあげることは，紙面の制約があり困難なため，ここでは，

健康領域のみの掲載・分析とする．

研究方法を図示すると以下の通りになる．
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Ⅲ．３･４･５歳児「健康」領域系統図の結果

１．Ｉ市の「健康（含養護）」領域系統図（※１･※２･※３）
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I市 5歳児（健康／含養護）領域系統図 ※3



２．Ｍ市の「健康」領域系統図（※４･※５･※６）
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Ｍ市 5歳児（健康）領域系統図 ※6



Ⅳ．３･４･５歳児「健康」領域系統図の考察

１．Ｉ市の「健康（含養護）」領域系統図から読み取れること
Ｉ市においては12ヶ月を３･４･５歳児共に４期に分ける．いずれも４・５月

をⅠ期とし，６～８月をⅡ期，９～12月をⅢ期，１～３月をⅣ期とした．また，

月間指導計画の「予想される幼児の活動」を再構成して，各月に配置する際，

①情緒の安定・健康的な園生活，②身の回りのこと･自立，③食事・食育に関す

ること，④健康的な遊び，の４分野に分けて表記ができると考え，①は□で，

②は角の取れた で，③は○で，④は①と同様□で囲って表記した．

①情緒の安定・健康的な園生活，について
見守られて過ごす→水分補給･休息をとる（以上３歳児）→クラス･保育者の

名前を知る→水分補給･休息をとる→防災訓練に参加する→身体の異常は保育

者に伝える→お別れ会などに参加する（以上４歳児）→入園･進級式に参加する

→あいさつをする→指示を守って避難訓練に参加する→当番活動を引き継ぐ→

卒園式に参加する（以上５歳児）と括ることができた．

②身の回りのこと・自立，について
保育者と一緒にしようとする→気持ちよさを感じ，進んでしようとする→保

育者に促されて身の回りのことをする→自分から気づいて身の回りのことをす

る（以上３歳児）→身の回りのことを自分でする，見通しをもって身の回りの

ことをする→自分から身の回りのことができるようになる（以上４歳児）→生

活の仕方がわかり，身の回りのことを丁寧にする→夏の健康的な過ごし方がわ

かり，自分から行う→進んで身の回りのことを行う（以上５歳児）と括ること

ができた．

③食事・食育に関すること，について
保育者や友達と楽しく食事をする→様々な食べ物に興味を持つ→食材に興味

を持つ（以上３歳児）→保育者や友達と楽しく食事をする→グループで楽しく
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食事をする→食事の準備･片付け･マナーがわかる（以上４歳児）→（５歳児掲

載なし）と括ることができた．

④健康的な遊び，について
プールでワニ歩きなどの遊びをする→走る･転がるなどの様々な運動遊びを

する→簡単なルール遊びや歌遊びをする→様々な用具･遊具を使って遊ぶ→わ

らべうた遊びやゲームをする（以上３歳児）→じゃんけん列車などの集団遊び

をする→プールで友達と一緒に様々な動きをして遊ぶ→簡単なルールのある遊

びをする（以上４歳児）→新しい担任や友達と遊ぶ→プールでもぐったり，浮

いたりして遊ぶ→運動会に参加し，競技や演技を楽しむ→友達と一緒に十分身

体を動かして運動遊び，集団遊び，ルール遊びをする（以上５歳児）と括るこ

とができた．

２．Ｍ市の「健康」領域系統図から読み取れること
Ｍ市においては各学年で期の分け方が異なる．３歳児は５期に，４･５歳児

は４期であるが，Ⅲ･Ⅳ期の月の括りが異なる．なお月間指導計画の「体験の内

容」を再構成して，各月に配置する方法ならびに４分野への分け方はＩ市と同

一である．

①情緒の安定・健康的な園生活，について
園生活の楽しさを感じ，安心して過ごす→身を守るための行動を知る→新し

い年を迎えることを知る→進級への期待をもつ（以上３歳児）→喜んで登園す

る→夏を楽しく過ごす→体を大切にすることを考えて行動する→新しい年･学

年を迎えることを期待して過ごす（以上４歳児）→安全な生活･遊び方に気をつ

ける→夏を健康で安全に過ごす→身を守るための行動を考えて行う→年の瀬･

新年の生活に期待を持って過ごす→見通しを持って行動する（以上５歳児）と

括ることができた．
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②身の回りのこと･自立，について
教師の支援を受けてやってみようとする→自分でしようとする→自分なりに

意欲を持って行う→丁寧にすることや回りへの気遣いもできるようになる（以

上３歳児）→必要性や理由などを考えて身の回りのことをする→自分で気付い

て身の回りのことをする（以上４歳児）→自分で考えて身の回りのことをする

→季節や気候に合わせて身の回りのことを自分の判断で行う（以上５歳児）と

括ることができた．

③食事・食育に関すること，について
園で弁当や給食を食べることを知る→教師や友だちと一緒に食事をする→い

ろいろなものを食べようとし，箸を使ってみようとする（以上３歳児）→給食

や弁当を楽しい雰囲気の中で食べる→苦手なものでも食べようとし，箸の持ち

方にも気をつけようとする（以上４歳児）→食後の歯磨きを丁寧にする→身近

な野菜を育て，栄養にも関心を持ち好き嫌いしないで食べる（以上５歳児）と

括ることができた．

④健康的な遊び，について
教師と遊んだり，遊具で遊んだりする→プール遊びや運動会に参加すること

を楽しむ→教師や友だちと追いかけっこをして遊ぶ→教師や友だちとボールや

縄で遊ぶ（以上３歳児）→教師と追いかけっこをする→教師や友だちと追いか

けっこをしたり，水遊び･運動会の遊びをする→ボールや縄で遊ぶ→簡単な

ルールのある遊びをする（以上４歳児）→教師や友だちとボール遊び，遊具の

遊び，水遊びなどを楽しむ→ルールのある遊び，対集団の遊び，競技的な遊び

を皆で楽しむ（以上５歳児）と括ることができた．

３．Ｉ市・Ｍ市の「健康」領域３・４・５歳児系統図の比較検討
両市の「健康」領域３・４・５歳児系統図の比較によって，以下のことが言

える．
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①情緒の安定・健康的な園生活，について
いずれの市においても，入園当初は保育者に見守られ，安心して過ごすこと

のできる園生活になることを重視している．また，園の行事，季節の行事など

の節目を大切にした保育を行っている．安全な生活や遊び方に配慮した保育を

めざしている．

②身の回りのこと･自立，について
この分野については両市ともほぼ一致した考えで幼児の姿の変化，支援のあ

り方をとらえている．自立を図るためには当初は保育者と一緒にすること，そ

の結果として必要に応じて自分でしようとする態度が育成されること，次第に

気候に合わせるなど自ら進んで行おうとする態度が培われることを示して

いる．

③食事･食育に関すること，について
給食，弁当の違いはあるものの，おおむね以下のような点が共通して掲げら

れている．皆と一緒に食べるなかで，いろいろなものが食べられるようになる

こと．準備や片付け，箸の使い方などマナーを身につけたりする．食材にも関

心を持つ．

④健康的な遊び，について
強いて相違点をあげるとするとＩ市においては，３･４歳でわらべうた･集団

遊びを取り入れる傾向が強いこと，Ｍ市においては３･４歳で「教師と一緒に

…」の記述が多い傾向にあることである．しかし，以下についてはほぼ共通す

る内容としてまとめることができる．プール遊びや運動会の競技につながる遊

びは各年齢とも季節に合わせて行う．初期には遊具を使った遊び，追いかけっ

こが表れ，秋から冬にかけてボールや縄を使った遊びが表れる．４歳児を中心

に簡単なルールの遊びが取り入れられる．５歳児を中心に集団で行う鬼ごっこ

やボール遊びなどルールのある遊びを楽しむ．
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Ⅵ．まとめと今後の課題

（１）研究のまとめ
公立園における保育･教育の内容は質の高さと，行政区域内すべての幼児へ

の平等な提供が前提である．そのために，保育者は幼児の実態，地域の特質，

保護者のニーズに応えた良質な保育･教育を創造する努力を重ねる．その基に

なるものが，保育課程・教育課程であり，指導計画である．なかでも月間指導

計画は保育･教育の根幹に関わるものとなっている．

Ｉ市，Ｍ市においては公立園の集合体という立場で，市レベルの「標準」月

間指導計画を整えた．そのプロセスはいずれにおいても市内全園で作成され実

践されている現行の「各園月間指導計画」から保育･教育実践のエッセンスを抽

出して検討委員が「標準」月間指導計画を作成した．Ｉ市においては１年間

（別途乳児用の作成にさらに１年間），Ｍ市においては２年間（別途教育課程の

編成にさらに１年間）を要した．

本研究では年齢別「標準月間指導計画」を，領域に分けて，複数の分野から

分析･系統化することによって，幼児の発達する姿をとらえると共に，保育内容

の系統性を明らかにすることを試みた．５領域にわたって行うが，本研究では

主に「健康」領域を取りあげて，その方法を示した．

その結果，①情緒の安定･健康的な園生活，②身の回りのこと･自立，③食事･

食育に関すること，④健康的な遊び，の４分野に系統化して検討することが妥

当と考えた．

検討した結果，幼児が育ちゆく姿や保育者としての支援のあり方は両市にお

いて，保育所と幼稚園の違いがあるにもかかわらず基本的に大きな差異はなく

共通する部分が多かった．若干の異なりの表れは保育者集団の保育･教育観に

よるものと考えられる．分析的視点は幼児の総合的な活動（遊びや生活）を系

統的･発達的にみるうえで重要であることを指摘したい．
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（２）今後の課題
今後は，残る４領域を系統化し（実施済み），分析・検討を加えるなかで（今

後の課題），幼児の発達する姿をとらえ，保育内容を系統化することが可能にな

ると考える．そのことによって，保育・幼児教育内容の系統性・連続性が明ら

かになり，就学前の学びの実態の整理につながると考える．

今回は保育所保育指針ならびに幼稚園教育要領のねらいと内容との整合性につ

いて十分な検討を加えることができなかったので，併せて今後の課題としたい．
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注
（１）保育の用語については，一般に就学前の乳幼児を対象として園で遊びや

生活を通して養護と教育を一体的に行うことをさす．養護は乳幼児が安心

できる環境で充実した生活を送るために保育者が行う援助であり，教育は

乳幼児の成長に相応しい諸能力を自ら，また保育者の支援を得て培うこと

をいう．保育の英訳としてEarly Childhood Care&Educationの表記がな

されることが多いが，養護（Care）と教育（Education）の一体的営みであ

ることを表している．幼稚園教育では教育の用語を多用するが，学校教育

法で幼稚園教育の目的を述べる条項で「幼児を保育し…」と表記する（学

校教育法第22条）．その意味で，保育所においても，幼稚園においても「保

育」が行われていると考えるのが妥当である．

（２）保育課程は保育所における保育計画の総称であり，教育課程は幼稚園

（学校）における教育計画の総称である．全体カリキュラムと言ってもよ

い．園の保育の全体像を表すもので，めざす子ども像，子どもの姿，地域

の実態，保育のねらいと内容，園として重点的に取り組む課題などについ

て，一目瞭然の形式で示すものである．幼稚園においては従来から編成し

ているが，平成20年度の保育所保育指針の告示化にともなって保育所にお

いても編成する義務のあることが示された．保育課程・教育課程はその園

の保育・教育の全体像を示すことから，各種指導計画も含むと考えられる

場合もある．

（３）指導計画は実際の保育をおこなうにあたっての具体的な計画であり，主

に子どもの姿，保育のねらいと内容，指導上の留意点などを示す．年間指

導計画，月間指導計画，週案，日案などがあり，園によって形式は様々に

工夫がなされている．詳しくはⅠ-(５）で述べる．

（４）保育所保育指針は昭和40（1965）年作成され，平成２（1990）年，平成

11（1999）年の改訂まで厚生省（当時）の通達であったが，平成20（2008）

年の改定で厚生労働大臣の告示として取り扱われることになった．幼稚園

教育要領は，学習指導要領と同じく以前から法的拘束力を持つ告示であっ

たが，この年に初めて保育所保育指針も告示化され，幼稚園教育要領と同
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じ重みを持つものとして施行された．そのことにより，保育課程の編成，

保育所児童保育要録の作成と小学校への送付などが義務付けられた．

（５）認定こども園は平成18年10月に法が施行され，実質的には平成19年４月

にスタートした．当初は全国で94園であったがその後，229園（H20），358

園（H21），532園（H22），762園（H23），909園（H24），1099園（H25）に

増加している．三重県においては平成22（2010）年度に伊勢市に幼保連携

型認定こども園が１園誕生した後，伊勢市を中心に平成25（2013）年度現

在５園（幼保連携型認定こども園／公立１，私立１，幼稚園型認定こども

園／私立２，保育所型認定こども園／私立１）がある．現行法では幼保連

携型認定こども園は保育所の要件と幼稚園の要件をそれぞれ満たすことが

前提にあり，運営面においても事務手続きおよび委託費・助成金が二重行

政のなかで運用されるために煩雑な状況がある．平成27年度から施行され

る「就学前の子どもに関する教育，保育等の総合的な提供の推進に関する

法律」通称 “（新）認定こども園法”では認可，管轄，助成が一本化され，政

策的に「幼保連携型認定こども園」へ“誘導”するため，平成27～31年度に大

幅な増加が予測される．

（６）「保育課程・指導計画作成の手引き」は保育課程・指導計画作成の基本，

保育課程の例，発達過程別年間指導計画の例，領域別年間指導計画の例，

デイリープログラムの例，様式例からなる．平成13（2001）年に初版が作

成されたが，保育所保育指針の改定（平成20年）に合わせて，大幅改訂を

行った．県下の保育所は基本的に本手引きを保育の基準として各園で独自

の保育課程を編成し，子どもの実態に合わせた指導計画を作成して日々の

保育に臨むことになっている．

（７）児童福祉の領域においては児童を０～18歳に規定している．また保育の

領域では０歳～３歳未満を乳児保育該当児童（乳児），３歳～６歳就学前を

幼児保育該当児童（幼児）としている．一般には１歳未満児を乳児とする

ことが多いが，保育の場合は上記のような使用が行われる時がある．保育

所によっては未満児，以上児ということもあるがそれは３歳を境にして乳

児保育と幼児保育が異なることを示す非公式な用語である．
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（８）このような例は県内にも幾つかあり，制度上さほど問題視されていない

ところがある．また，他県においてもそのような自治体はいくつかある．

県内ではいなべ市，多気町，大台町，玉城町，度会町，大紀町，南伊勢町，

御浜町には幼稚園が無い．また自治体に幼稚園があっても，限られた地域

にしか存在しないため実際には保育を必要としない児童が近隣保育所に入

所している場合もある．その場合「保育の必要性の認定」は柔軟に解釈さ

れることになる．長野県は幼稚園就園率23.4％，保育所入所率74.1％，石川

県は幼稚園就園率26.4％，保育所入所率71.8％であるが，一方沖縄県は幼稚

園就園率81.1％，保育所入所率17.8％，神奈川県は幼稚園就園率72.7％，保

育所入所率21.3％となっており，保育所と幼稚園の入園（入所）比率に極端

な差があり，自治体の方針が反映していると考えられる（平成17年デー

タ）．都市部の自治体において「保育の必要性の認定」を厳格に運用しても

なおかつ待機児童を生じていることも併せ考えると，現行の幼稚園･保育

所の制度・運用には課題があるといえる．

（９）三重県における公立幼稚園の３･２･１年保育の割合は３年保育55園

(30.4％），２年保育88園（48.6％），１年保育38園（21.0％）になっている

（平成22年データ）．松阪市において３年保育10園，２年保育10園となって

いる．幼稚園教育は満３歳から実施することができる（学校教育法第26

条）．従って多くの私立幼稚園では３・４・５歳児を対象とした３年保育を

実施している．また，法律の厳密な解釈から私立幼稚園では３歳の誕生日

を迎えた２歳児も受け入れ，早期入園児クラスを設置する園もある．加え

て預かり保育，○○教室を実施するなど，保護者ニーズに合わせて経営の

維持，教育の改善を図っている．保護者は３年保育を求める傾向にある

が，公立幼稚園では２年保育が多い．

（10）保育所保育指針では保育は養護と教育が一体的に行われることを前提

に，ねらいや内容を明確化してとらえ，実践するために，「養護」として生

命の保持と情緒の安定の２分野を，「教育」としては健康，人間関係，環境，

言葉，表現の５領域を掲げる．幼稚園教育要領においても幼児の発達の側

面から，健康，人間関係，環境，言葉，表現の５領域を掲げる．本研究で
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は紙面の関係もあり，Ｉ市（保育所）においては養護と「健康」を併せ，

Ｍ市においては「健康」を取り上げて検討する．

（11）心身の健康に関する領域「健康」は「健康，安全で幸福な生活のために

必要な基本的な習慣を養い身体諸機能の調和的発達を図る」と目標を掲げ

ている（学校教育法第23条）．また領域の説明としては保育所保育指針･幼

稚園教育要領ともに「健康な心と体を育て，自ら健康で安全な生活を作り

出す力を養う」として３つのねらいと10項目（保育所保育指針は９項目）

の内容を示している．
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